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研究成果の概要（和文）： 

高齢者による子どもたちへの絵本の読み聞かせ活動を主とする認知的介入プログラムの 5年
間の継続効果を検討した。5年間継続参加したボランティア高齢者 75 名と健診のみ受診した対
照高齢者 104 名の、記憶，言語，知能、速度に関する認知機能評価を比較した。その結果、ボ
ランティア高齢者では 5年目の評価において、言語と実行機能を評価する語想起課題で上昇が
見られた。本プログラムは高齢者の認知機能の維持・向上に寄与することが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  We launched a cognitive activity program in which elderly volunteers engaged in reading 
picture books to children.  Seventy-five volunteers and 104 participants in a control group, 
living in 3 urban locations, participated in a baseline health checkup and annual follow-up 
health checkups across 5-year period.  We compared baseline and the 5-year follow-up 
assessments of memory, language, intelligence and psychomotor speed.  Elderly 
volunteers showed higher performance than controls on verbal fluency tasks assessing 
language and executive functions at the follow-up.  The results showed that this cognitive 
activity program have the potential to enhance cognitive function of older adults. 
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 高齢期の認知機能の加齢変化は、遂行
機能や処理速度、エピソード記憶などが相対

的に早く低下することが知られている。した
がって、高齢期においてはこれらの低下しや
すい認知機能を活性化し維持することが推
奨され、様々な認知的介入プログラムが提案
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されている。しかし、プログラムの有効性を
科学的に実証した研究は少なく、またその長
期的効果を検討した研究も少ない。 
 
 (2) 我々は、平成 16 年度より全国 3 地域
で、子供への絵本の読み聞かせを通じた高齢
者による学校ボランティア活動を主とする
介入プログラム立ち上げ展開している。介入
プログラムは、高齢者による子どもへの絵本
の「読み聞かせ」をメインプログラムとし、
優良な絵本の選書、熟読、音読練習および、
実演後の反省会といった知的活動を定期
的・周期的に行う日常生活に組み込まれたボ
ランティア活動を介入手段として開発した
ものである。図書の音読やグループでのディ
スカッションを通じた言語機能、エピソード
記憶、実行機能などの促進が期待され、毎年、
高齢者の身体，心理，認知，脳機能にわたる
総合的な健康調査を実施している。 
 
(3) これまで平成 20年度までに 3年間の追
跡を完了した。これまでの参加者への認知機
能評価の結果、ベースライン時点では介入群
と対照群の差はなく、その後、追跡１で言語
課題に、追跡３で処理速度課題に、介入群の
得点上昇が認められている。しかし、まだ安
定した介入効果は認められていない。そこで
5 年目の評価を実施し、高齢者の知的ボラン
ティア活動による中長期的な介入効果を検
証する。 
 
２．研究の目的 
 

介入プログラムに継続参加する高齢者（介
入群）と健診のみ受診する高齢者（対照群）
に対し、これまでと同様の方法で 5年目の認
知機能評価を実施し、読み聞かせボランティ
ア活動の継続参加による認知機能への中長
期的介入効果を調べることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 対象 
 全国 3地域（都心部,郊外住宅地,地方小都
市）で参加者を募集し，高齢者ボランティア
研究への参加同意の得られた合計 353 名
（56-89 歳，平均年齢 67.6 歳）を追跡対象と
した。これらのうち読み聞かせに志願した介
入群は168名、健診のみ受診する対照群は194
名だった。 
 
(2) 追跡時期 
 ベースライン（BL）以後，4回の追跡評価
（1年目（F1）：約 9ヶ月後，2年目（F2）：
約 21 ヶ月後，3年目（F3）：約 33 ヶ月後，5
年目（F5）：約 57 ヶ月後）を実施した。 
 

(3)  評価方法 
 事前に配布する質問紙調査と健診会場の
個室で心理検査者が行なう認知機能検査（約
40 分）を実施した。 
①質問紙調査 多数の健康・心理・社会項

目に加え，「日常の認知活動頻度」（７項目：
0.全くしない-5.ほぼ毎日），研究開始後 2年
目より，「記憶力の変化」（6項目：半年、1
年、5 年、10 年、20 年前、18 歳頃との比較：
1.悪くなった‐4.同じ‐7.良くなった），「記
憶手段の頻度」（8項目：1.全くしない‐4.
時々‐7.いつも），「生活健忘の頻度」（日本
版 RBMT の EMC の 13 項目：0.全くない‐3.常
にある）について調査した。 
②認知機能検査 日本版 RBMT の「物語の

記憶」の直後再生と遅延再生（BL～F5：A，D，
B，C，A版の順），日本版 WAIS-R の「知識」，
「絵画完成」，「符号」，および「語想起」3課
題；①音（語頭音“か”），②意味（動物）③
並行（BL～F5：乗り物，楽器，果物，スポー
ツ，乗り物の順）を実施した。追跡 3年目以
降に, MMSE を追加し実施した。最初に了解を
得た上で反応を録音し，採点に用いた。 
 

４．研究成果 
 
 参加高齢者の 5年間の縦断的変化を検討す
るにあたり、最初に、対象者全体の認知機能
の加齢変化を検討し、次に、介入プログラム
による認知的介入効果を検討した。 
 
(1) 対象者全体の認知機能の縦断的変化 
 対象者をベースライン（BL）の年齢に基づ
き 4 年齢群に分けて加齢の影響を検討した
（表 1）。追跡 5年目（F5）の評価に参加した
継続群は 229 名だった（追跡率 64.9％）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①ベースライン（BL） 
229名のBLの各年齢群の平均得点はいずれ

も既存の資料の健常高齢者の平均点を上回
り，参加者の認知能力は全般に高かった。8
つの認知機能検査課題について，年齢群（4
群）を要因とする分散分析を行ったところ，
有意差は4課題で認められた（表2の第1列）。 
②追跡 5年目(F5) 
F5 の得点について BL と同様の分析を行っ

たところ，年齢群差は 6課題で有意だった（表
2の第 2列）。 
③5年間の縦断的変化 



 

 

BL と F5 の２時点を群内要因，年齢群（4
群）を群間要因とする分散分析を行ったとこ
ろ，2 時点による経時的変化は 6 課題で有意
だった（表 2 の第 4 列）。いずれも全般に F5
の得点が上昇したものの，年齢群との交互作
用が 4課題で有意であった（表 2の第 5列）。
年齢群別に 2時点のｔ検定を行った結果，向
高齢期群（Pre O）では 6 課題で得点の上昇
が有意だったのに対し，高齢後期群（Old3）
では得点差の見られる課題はなかった（図の
右 4列）。Old3 では，有意差ではないものの，
BL より得点が減少する課題が見られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2) 5 年間の介入効果 
 追跡期間中に群を変更した者や精神神経
学的疾患が疑われた者を除き、5 年目の評価
を受けた介入群 75 名（平均年齢 70.6 歳、平
均教育年数 13.2 年）と対照群 104 名（平均
年齢 72.4 歳、平均教育年数 12.3 年）を分析
対象とした。介入群の方が対照群より平均年
齢が低く（p＜.01）、平均教育年数が高かっ
た（p＜.05）。F5 の MMSE 得点（28.9 と 28.8）
に群の差はなかった。 

①ベースライン（BL） 
認知機能検査の成績に群の差はなく、両群

の平均点は既存の資料の高齢平均点を上回
った。 

②追跡 5年目（F5） 
語想起 2課題（か、た）で介入群の平均点

が対照群より高かった（いずれも p＜.01）。 
③5年間の縦断的変化 
2 群を群間要因，BL と F5 の 2 回を群内要

因，年齢と教育年数を共変量とする分散分析
を行った。その結果，群の差は語想起１課題
（か）で有意であり（p＜.05）、介入群の方
が高かった(下図)。回の差は知識、絵画完成、
符号で有意であり（いずれも p＜.001）、F5
の方が高かった。群と回の交互作用は語想起
１課題（乗り物）で有意であり（p＜.05）、
BL より F5 で介入群は上昇し、対照群は減少
した。 

 
(3) 考察 
 地域在住の健常高齢者を対象に認知的介
入プログラムによる 5年間の縦断的検討を行
った。最初に、参加者全体の認知機能につい
て，8 つの認知機能検査課題を用いて得点変
化を検討した。年齢群差は，BL では 4課題だ
ったが，F5 では 6課題に増え，加齢の影響が
うかがわれた。中でも記憶と処理速度（符号）
は一貫して年齢群差が見られ，従来の知見に
一致し，加齢に敏感だった。一方，5 年間の
縦断比較においては，若年層ほど得点が上昇
し，課題の反復効果が見られやすかった。こ
れに対し，高齢後期群では得点差は見られず，
減少傾向のある課題も見受けられた。 
介入プログラムによる効果に関しては、5

年間の継続参加により語想起課題の上昇が
見られた。絵本の読み聞かせを主とする学校
ボランティアの活動は高齢者の言語機能の
維持・向上に寄与することが示唆された。 
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